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地
を
払
う
公
衆
道
徳

　
　
　
　
　
公
民
舘
長
齋

　
新
潟
国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

と
、
我
が
国
で
は
世
紀
の
祭
典
が
展

開
さ
れ
る
年
。
そ
の
期
日
も
余
す
と

こ
僅
か
に
な
り
、
国
体
旗
は
既
に
十

四
日
十
五
時
、
富
山
県
境
に
て
わ
が

県
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
た
，
メ
イ
ン
ポ

ー
ル
に
高
六
と
、
大
日
章
旗
を
ひ
る

が
え
そ
う
と
、
選
手
の
強
化
合
宿
に

今
や
余
念
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
政
府

で
も
五
輪
大
会
ま
で
に
、
各
施
設
の

建
設
に
ビ
ッ
チ
を
あ
げ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
ホ
テ
ル
業
者
等
も
世
界
各
国

か
ら
押
し
か
け
る
霜
客
に
備
え
て
、

増
．
耕
築
に
置
夜
兼
行
の
突
貫
工
事
を

や
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
受
け
入
れ

体
制
の
準
備
に
、
万
全
を
期
す
る
こ

と
に
異
存
は
な
い
。
と
い
っ
て
、
か

人
生
往
来

◎
睦
潤

子
の
な
ま
え
　
父
の
名

村
山
与
一
与
惣
治

富
井
　
秀
樹
　
良
　
二

村
山
良
一
順
　
一

滝
沢
博
昭
亀
治

江
口
活
年
重
信

樋
口
三
恵
子
　
一
　
三

岡
村
立
己
利
雄

山
田
直
美
隆
太
郎

竹
藤
千
代
江
正
雄

藤
田
由
美
、
政
栄

藤
　
大
　
馨

か
る
方
面
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
て
、

心
の
受
け
入
れ
体
制
を
忘
れ
て
は
な

る
ま
い
。

異
口
同
音
に
驚
嘆
す
る
の
は
、
公
衆

道
徳
の
ゆ
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
そ
う
だ
。
ハ
ワ
ィ
の
ワ
イ
キ
キ
の

海
岸
辺
を
歩
い
て
も
、
清
掃
さ
れ
た

道
路
に
は
紙
ク
ズ
一
つ
、
タ
パ
コ
の

吸
殻
一
っ
お
ち
て
い
な
い
と
か
、
公

欧
米
を
旅
行
し
た
人
六
の
・
の
庭
先
き
に
洗
意
書
の
あ
る
立
札
を

園
な
ど
文
字
ど
お
り
市
民
の
公
園
と
，
で
は
遭
難
肴
が
出
る
の
は
当
然
で
、

し
て
、
四
季
折
汝
の
美
し
い
花
を
咲

か
せ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
こ
れ
に
反
し
て
日
本
の
現
状
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
先
だ
っ
て
も
上
京

の
折
久
し
振
り
な
の
で
、
皇
居
の
お

壕
端
を
歩
い
て
見
た
が
、
臼
鳥
に
石

を
投
げ
る
人
、
日
比
谷
公
園
等
は
紙

ク
ズ
と
弁
当
が
ら
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で

あ
る
。
動
物
園
で
は
エ
サ
代
り
に
小

石
を
投
げ
入
れ
て
、
ハ
シ
ャ
い
で
い

，
る
。
花
を
と
る
の
は
ド
ロ
ボ
ー
の
う

一
ち
に
入
ら
な
い
と
、
せ
っ
か
く
丹
精

｝・
こ
め
た
花
を
、
平
気
で
失
敬
し
て
行

り“
く
。
私
共
の
近
辺
に
も
時
折
り
座
敷

ロ
額
け
ら
れ
る
・
雰
の
も
の
と
・

π
の
も
の
と
の
区
別
が
つ
い
て
い
な

い
。

　
山
へ
登
る
と
か
、
辺
ぴ
な
所
へ
ゆ

け
ば
「
道
し
る
ぺ
」
を
引
抜
い
て
、

、
反
対
の
方
向
に
立
て
て
い
く
。
こ
れ

心ロ
い
た
す
ら
に
し
て
は
　
　
す
ぎ
る
ロ

覆
問
賢
書
・
刑
法
上

｝
棚
欄
艘
鎚
簿
羅

襲
り
込
ん
で
あ
っ
た
り
す
る
・

　
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
、
タ
パ
コ
の
吸

殻
入
れ
に
、
チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
が
放

一
り
込
ま
れ
て
入
口
に
へ
ば
り
つ
い
て

い
る
。
勢
い
ホ
ー
ム
は
吐
ぎ
捨
て
た

チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
や
吸
糾
f
．
、
何
度

掃
い
て
も
元
の
モ
ク
ア
．
、
に
な
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
レ
ー
ル
の
上
に
石
を

な
ら
ぺ
る
青
少
年
も
い
る
。
こ
う
い

う
公
衆
道
徳
の
頽
廃
は
、
諸
外
国
の

人
女
に
、
ど
う
い
う
印
象
を
学
え
る

だ
ろ
・
つ
か
。

　
い
く
ら
戦
後
西
ド
イ
ツ
以
上
に
、

経
済
の
復
興
を
し
た
と
誇
．
、
爪
し
て
も

お
よ
そ
文
化
国
家
に
は
ほ
ど
遠
い
。

ま
っ
た
く
国
民
の
ツ
ラ
よ
ご
し
で
、

一国
全
体
と
し
て
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
大
問
題
で
あ
る
。
一
人
や
二
人

の
聖
者
を
つ
く
る
よ
り
、
万
人
共
通

の
公
徳
心
を
養
う
ほ
う
が
、
刻
下
の

急
務
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。
道
徳
教
育
と
い
う
と
、
す
ぐ
官

制
だ
と
か
、
反
動
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
心
あ
る
人
六
も
沈
黙
を
よ
ぎ
な

く
さ
れ
る
面
が
あ
る
。
文
部
省
は
昨

年
あ
た
り
か
ら
廣
校
、
小
、
中
学
校

住
所

東
田
沢

通
り
一
山

田
沢

角
間

荒
屋

通
り
山

田
中

東
田
尻

芋
川

清
田
山
F

羽
鳥
正
樹
　
一
栄

川
田
小
百
合
隆
　
平

◎
高
砂

羅
㎜

｛
翻

｛
翻

｛
翻

阿本
　屋
寺敷

大
黒
喜
八
郎
（
二
八
）
東
京
都
．

高
野
サ
チ
（
二
八
）
如
来
寺

樋
口

相
波
　
京
子
（
一
ε
刈
羽
郡
．

冨
井
　
　
武
（
二
四
）
如
来
寺

南
雲
ヤ
ス
イ
（
一
ξ
堀
之
内

桑
原
武
司
（
一
一
も
東
田
尻

山
田
ス
ギ
ノ
（
♂
）
土
倉

渡
辺
　
　
広
（
二
六
）
高
道
山

小
林
千
恵
子
（
一
ε
西
　
方

繍｛
翻

正
弘
（
霧
山
．
緬繍緬｛

翻

大
島
　
　
清
（
｛
）
芋
　
沢

　
な
ス
ミ
エ
つ
こ
　
　

難
一
、
錘

嚢算　　大保渡高　村遠
　　島倉辺橋　山田

武
夫
（
二
九
）
十
日
町

孝
子
（
一
一
。
）
田
　
沢

正
利
（
二
も
倉
俣

油
～
子
（
二
四
）
青
海
町

保
興
（
三
四
）
中
之
口

妙
（
ε
牧
畑

一
正
（
二
乙
堀
之
内

澄
子
（
ま
）
十
日
町

｛新
郎
藤
田

新
婦
南
雲

◎
昇
天氏

名

山
本
永
徳

樋
ロ
ケ
サ

上
原
貴
作

渡
辺
宗
作

広
田
シ
グ
ノ

山
本
　
ハ
ッ

高
野
タ
干

山
田
茂
一
郎

阿
部
ト
ィ

福
次
（
f
）
本
屋
敷

俊
子
（
二
八
）
堀
之
内

年
令

倹
。
）

（八

。
）
，

（
七
も

倹
八
）

（ε
（八

。
）

（
九
。
）

（
七
も

（九

一
）

住
所

に
も
教
育
課
程
審
議
会
の
答
甲
を
受

け
入
れ
遭
徳
教
育
を
実
施
丁
る
ら
し

い
。

　
そ
の
基
毒
的
な
方
針
は
「
個
人
の

価
憾
を
尊
ぶ
と
共
に
、
国
奴
社
会
の

よ
き
形
成
者
た
る
自
主
的
精
神
に
溝

ち
た
、
心
身
共
に
健
康
な
口
本
国
民

の
育
成
を
目
ざ
す
」
こ
と
・
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
早

く
も
一
部
か
ら
「
官
制
．
反
対
」
の
批

判
が
あ
が
っ
て
い
る
。
批
判
は
大
い

に
よ
い
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
前
の

人
間
形
成
の
立
場
一
．
』
舜
一
．
、
一
し
な
い
と

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
道
徳
教
育
問
題

は
堂
六
め
ぐ
り
を
す
る
。

　
ど
う
せ
れ
め
か
ら
　
　
　
な
も
の
は

一
求
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
ま
す
道
籔

㎝
育
を
実
施
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
改

著
し
て
い
く
以
外
に
は
な
い
・
と
に

｝｝
か
く
公
態
欠
除
の
い
ま
の
ま
ま
で

一
よ
い
は
す
が
な
い
。
戦
後
の
新
し
い

ユ
一
モ
ラ
ル
を
確
立
す
る
に
は
、
せ
か
す

　｝
に
長
い
歳
月
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば

ガ
る
誤
意
う
・

　
桂千

溝

通
り
山

高
道
山

小
原

小
出

倉
俣

田
代

新
屋
塞

　
各
地
区
で
敬
老
会
行
事

　
青
葉
、
若
粟
の
好
季
節
、
恒
例
の

敬
老
会
が
、
貝
野
地
．
区
を
は
じ
め
清

津
峡
、
高
道
山
、
田
沢
、
倉
俣
の
各

地
区
で
五
月
五
日
「
こ
ど
も
の
日
」

を
中
心
に
村
及
び
婦
人
会
、
公
民
舘

共
催
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
敬
老
会
は
、
村
内
七
十
才

以
上
の
ひ
と
た
ち
の
．
長
寿
を
祝
い
、

［
叉
、
な
が
年
社
莚
さ
れ
を
と

に
感
謝
す
る
と
い
う
主
旨
で
毎
年
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
席
し
た

人
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
ま
け

な
い
ほ
ど
の
元
気
さ
で
お
互
い
に
親

交
を
深
め
、
婦
人
会
の
ひ
と
た
ち
の

手
料
理
と
余
興
に
一
日
た
の
し
く
す

ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
【
写
真

は
余
興
を
た
の
し
む
老
人
逮
】

商
工
会
通
常
総
会

　
中
里
村
商
工
会
（
会
長
広
田
義

一
）
で
は
、
五
月
十
日
第
四
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
昭
－
湘
三
十
八
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
と

三
十
九
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
各
六
次
の

通
り
承
認
決
定
し
た
。

▽
昭
和
三
十
八
年
度
収
支
決
算

　
総
額
　
一
、
四
八
九
、
一
五
七
円

▽
昭
和
三
十
九
年
度
収
支
予
算

　
総
．
額
　
一
、
九
三
二
、
二
八
五
円

収
入
の
部

－
経
常
収
入

①
会
費
　
　
二
〇
〇
、
○
O
O
円

②
特
別
会
費
二
五
五
、
○
○
○
円

③
県
補
助
金
五
九
〇
、
O
O
O
円

④
村
補
助
金
四
〇
〇
、
○
○
○
円

　
⑤
商
業
特
別
負
担
金

　
　
　
　
　
　
四
五
〇
、
○
○
○
円

2
臨
時
収
入
　
　
三
五
、
O
O
O
円

　
繰
越
金
　
　
　
　
二
、
二
八
五
円

支
出
の
部

　
①
経
宮
改
善
普
及
串
業
費

　
　
　
　
　
　
七
二
九
、
○
○
○
円

②
一
般
事
業
費

　
　
　
　
　
　
四
七
四
、
○
○
○
円

　
③
管
理
費
七
一
三
、
五
五
〇
円

　
④
予
備
費
　
　
　
六
、
七
三
五
円

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
　
　
－
五
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
由
戸

蝶
に
ま
つ
わ
ら
れ
い
て
眠
る
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

生
独
活
を
肴
に
老
．
師
昼
の
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

は
ら
か
ら
の
逝
き
て
若
葉
の
赤
く
燃

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

八
重
桜
敵
6
頃
友
の
ひ
そ
と
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

頑
な
N
撫
せ
ば
首
振
る
葱
坊
主

【
句
友
清
流
の
金
婚
を
祝
う
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

金
婚
の
杯
楽
し
若
葉
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

金
婚
が
百
寿
へ
の
道
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

花
に
映
え
て
喜
寄
金
婚
や
清
流
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

金
婚
の
宴
新
緑
の
風
薫
る
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第
撫
霧
瓢

回
部
行
公
先
先
亀
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
現
在
人
ロ

社
会
教
育
の
．
課
題

地
域
の
変
ぽ
う
を
み
つ
め
て

　
こ
の
数
年
、
世
の
中
の
変
り
よ
う

は
ま
こ
と
に
著
し
い
。
技
術
厘
新
と

か
、
経
済
の
高
度
成
長
と
い
う
こ
と

ぱ
は
、
す
で
に
き
き
ふ
る
さ
れ
て
い

る
が
、
産
業
購
造
の
変
革
は
都
而
と

い
わ
す
、
農
村
と
い
わ
す
激
流
の
よ

う
に
進
行
し
、
住
民
の
生
活
様
式
や

意
識
構
造
も
ま
た
、
ま
す
ま
す
多
様

化
し
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。

　
農
業
近
代
化
の
問
題

　
目
を
村
の
中
に
転
す
れ
ぱ
、
ま
丁

近
代
化
を
め
ぐ
る
艘
業
の
間
題
が
身

近
に
あ
げ
ら
れ
る
。
経
営
を
拡
大
し

て
自
立
経
営
を
め
ざ
す
農
家
が
各
所

に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
い
っ
ぼ
う
、
兼

業
農
家
も
急
激
に
増
え
て
き
た
。
最

近
は
、
農
家
の
主
婦
に
よ
る
織
物
加

工
が
さ
か
ん
と
な
り
、
ま
さ
に
「
出

パ
タ
の
村
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

村
の
農
業
労
働
力
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

か
は
他
産
業
に
流
出
し
、
住
昆
人
口

は
減
少
す
る
傾
向
さ
え
あ
る
。
な
か

ん
す
く
、
村
の
青
少
年
の
層
が
う
す

く
な
っ
て
き
た
。
後
継
者
が
い
な
い

と
い
う
深
刻
な
間
題
を
か
か
え
て
い

る
農
家
も
あ
る
。

　
「
忙
し
い
生
活
」
の
問
題

　
日
常
生
活
の
面
で
は
、
テ
レ
ビ
、

電
気
洗
濯
機
な
ど
、
電
化
製
品
を
中

心
と
す
る
耐
久
消
費
財
が
、
ど
こ
の

家
庭
で
も
見
う
け
ら
れ
る
。
衣
、
食

住
生
活
の
変
り
よ
う
に
つ
い
て
も
、

い
ち
い
ち
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
い

子
弟
教
冑
の
関
心
は
と
み
に
高
ま
り

小
中
学
校
で
の
学
力
向
上
が
期
待
さ

れ
、
商
校
、
大
学
進
学
者
も
多
く
な

っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
生
活
向
上

の
反
面
、
家
計
支
出
は
年
六
か
さ
ん

で
そ
の
た
め
に
ま
た
忙
し
く
働
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
幼
児
の
保
育
や

し
つ
け
が
気
に
は
か
か
る
が
仕
事
に

追
わ
れ
て
、
子
ど
も
の
相
手
に
な
っ

て
い
る
時
間
が
な
い
と
、
羅
親
た
ち
．

の
な
や
み
が
う
っ
た
え
ら
れ
、
父
偲

一共
か
せ
ぎ
家
庭
の
「
鍵
ッ
子
」
の
問

　
　
　
ぺ

題
は
、
都
会
の
団
地
に
だ
け
あ
る
間

題
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
膏
少
年
の
問
題

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
脅
少
年

の
非
行
化
が
年
ご
と
に
め
だ
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
要
因
は
、

家
庭
環
境
が
よ
く
な
い
た
め
か
、
経

済
的
な
貧
困
か
ら
き
て
い
る
の
か
、

急
激
に
発
達
し
た
マ
ス
コ
ミ
の
影
響

が
あ
る
の
か
、
幼
少
時
の
し
つ
け
が

た
り
な
か
っ
た
の
か
、
社
会
的
訓
練

や
道
徳
教
育
が
充
分
お
こ
な
わ
れ
な

い
せ
い
な
の
か
、
今
日
の
社
会
全
体

の
価
値
観
が
混
乱
し
て
青
少
年
に
生

活
の
矛
盾
を
感
じ
さ
せ
で
い
る
の
か

大
人
の
青
少
年
に
対
す
る
愛
情
、
理

解
が
た
り
な
い
の
か
、
唄
り
な
く
出

て
き
て
青
少
年
問
題
の
根
は
深
く
、

か
つ
広
い
領
域
の
間
題
で
あ
る
こ
と

を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ

村
に
元
気
に
み
ち
た
青
年
の
姿
は
少

な
く
な
っ
て
、
青
年
団
は
名
の
み
に

な
っ
て
行
き
詰
ま
り
、
青
年
学
級
は

く
す
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
今
日
の
時
代
は
都
市
と
い
わ
す
、

震
村
と
い
わ
す
、
祉
会
の
変
ぽ
う
に

と
も
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
状
況

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

時
流
の
中
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
不
満

や
不
安
を
抱
き
、
熊
燥
し
続
け
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
も
は
や

個
六
人
の
間
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
地

域
近
代
化
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

新
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
は

新
旧
世
代
超
一
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
相
互
の
理
解
と
協
力
関
係
を
き

づ
き
、
い
ま
す
ぐ
に
で
も
展
開
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
社
会
教

育
な
い
し
公
民
舘
活
動
の
課
題
が
あ

る
よ
う
に
お
も
う
。

役
所

へ
の
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

　
私
達
は
役
所
の
や
り
万
に
つ
い
て

一
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
数
六
あ
り
ま

す
。
こ
の
不
平
、
不
満
を
解
決
し
て

く
れ
る
「
行
政
苦
情
相
談
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
も
こ
の
制
度

を
気
経
る
に
刹
川
で
き
る
よ
う
行
政

相
談
委
員
の
と
こ
ろ
に
窓
口
を
開
い

て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
困
り
の
こ
と

一
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く
、
翁

　一
申
し
出
下
さ
い
。

◎
例
え
ば
こ
ん
な
苦
情
を
／

　
国
の
行
政
機
関
叉
は
国
の
委
任
及

び
補
助
に
か
か
る
業
務
で
、
社
会
保

障
の
閥
題
（
生
活
保
護
、
母
子
福
祉

児
童
福
祉
、
締
神
衛
生
、
諸
種
の
社

会
保
険
）
恩
給
等
（
文
官
及
び
躍
人

恩
給
、
軍
人
遺
族
及
び
留
守
家
族
の

援
護
）
農
地
、
治
水
、
道
路
、
河
川

災
害
復
旧
、
農
業
災
密
、
教
育
衛
生

登
記
、
・
税
金
、
郵
便
、
卒
業
、
国
鉄

公
祉
、
公
庫
、
公
団
、
事
業
団
等
の

業
務

「
註
」

　
民
事
、
刑
事
の
裁
判
ご
と
、
金
銭

の
貸
借
の
も
つ
れ
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
、
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
、
結
婚
相

談
な
ど
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

◎
行
政
相
談
委
員
の
氏
名
、
住
所

　
住
所
服
甲
里
村
大
字
田
沢
甲
二
三

　
一
九
の
子
（
如
来
寺
部
落
）

　
電
話
π
呼
出
田
沢
二
〇
一
番
（
正

　
再
屋
）

　
氏
名
腎
滝
沢
憲
蔵

◎
迎
絡
所

　
中
里
村
役
場
行
政
課

◎
定
期
相
談
所

　
い
つ
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
が

口
を
定
め
て
定
期
相
談
、
移
動
相
談

巡
回
相
談
も
い
た
し
ま
す
。

【
写
真
は
相
談
委
員
の
滝
沢
さ
ん
】

　
十
一
一
線
工
事

　
　
　
　
本
年
度
三
千
万
円

　
去
る
三
十
七
年
か
ら
本
格
的
に
開

始
さ
れ
た
十
二
線
開
盤
工
事
は
、
今

年
も
県
の
当
初
予
算
に
三
千
万
円
の

事
業
費
が
計
上
さ
れ
、
咋
年
に
継
続

し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
十
二
線
工
那
は
薇
沢
地
内
の
既
設

道
路
分
岐
点
か
ら
二
百
米
の
地
嶽
で

百
五
十
米
の
ト
ン
ネ
ル
が
堀
盤
さ
れ

る
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
か
ら

い
よ
い
よ
工
事
の
難
所
に
か
か
る
こ

と
に
な
る
。

　
な
お
、
工
事
は
業
者
の
請
負
に
付

さ
れ
七
月
頃
に
再
開
さ
れ
る
予
定
。

　一釜川橋一

宿願の永久橋に

通
称
県
道
田
代

線
の
釜
川
橋
は
、

大
水
の
た
び
に
流

失
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
、
最
近
は
橋

梨
の
老
朽
化
が
著

し
く
自
動
車
等
の

運
行
も
制
限
さ
れ

る
な
ど
地
域
の
変

通
事
情
を
悪
く
し

歩
近
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
関
係
者
の
話
で
は
、
地
区
内
に
学

校
、
病
院
、
工
場
な
ど
大
口
給
水
施

設
が
あ
る
の
で
溝
津
川
か
ら
の
揚
水

方
式
で
給
水
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が

維
持
費
な
ど
の
点
で
困
難
が
予
想
さ

れ
、
連
担
地
域
を
分
割
し
て
上
山
、

荒
屋
部
落
だ
け
で
も
湧
水
方
式
（
水

源
は
自
然
湧
水
を
利
用
）
で
実
施
し

ょ
う
と
い
う
案
も
出
た
が
、
こ
ん
ど

の
実
地
調
査
は
揚
水
式
湧
水
式
併
用

で
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
事
業

費
は
大
体
二
千
万
円
～
二
千
五
百
万

円
ぐ
ら
い
の
見
込
み
。
な
お
、
同
地

区
の
給
水
入
口
は
約
二
千
五
百
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
懸
墾

　
こ
の
工
事
は
県
営
事
業
と
し
て
行

な
わ
れ
る
も
の
で
、
本
伍
度
予
算
に

六
百
万
円
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ
、

七
月
頃
に
は
工
事
に
着
手
す
る
模
様

で
あ
る
。

　
田
沢
地
区
簡
易
水
道
実

　
施
調
査
の
段
階
へ

　
懸
案
と
な
っ
て
い
た
田
沢
地
区

（
上
山
、
山
崎
、
荒
麗
、
田
中
、
平

溝
、
小
原
及
び
桂
一
部
）
の
簡
易
水

道
事
業
は
、
本
格
的
な
実
地
調
査
の

段
階
に
進
展
し
水
道
敷
設
実
現
に
一

役
場
職
員
人
事
異
動

　
中
里
村
役
場
で
は
、
五
月
十
五
日

付
で
次
の
通
り
職
員
の
人
事
異
動
を

行
な
っ
た
。

行
政
課

　
ク

　
〃
ハ
運
転
手
）
　
滝
沢

　
〃
（
ク
）
　
樋
口

企
画
課
　
　
　
鈴
木

　
ク
　
　
　
　
　
藤
田

税
務
課
　
　
　
　
柳

産
業
課
　
　
　
樋
ロ

　
ク
（
新
規
採
用
）
樋
口

社
会
厚
生
課
　
　
南
雲

滝
沢
正
己

清
滝
満
重
郎正洋寿栄睦善厚貞

敏子男作子雄　 一

新
潟
国
体
モ
ッ
ト
ー

◎
国
体
を
迎
え
る
ま
ち
で
す
美
し
く

◎
国
体
へ
県
民
一
致
の
力
こ
ぶ
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養
鶏
で
七
ケ
タ
の

堀
ノ
内

　
中
里
村
の
畜
産
の
中
で
も
、
養
鶏

経
営
で
成
績
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、

貝
野
、
堀
ノ
内
の
南
雲
敬
一
さ
ん
で

あ
る
。

　
南
雲
さ
ん
の
経
営
規
模
は
水
田
八

十
ニ
ア
ー
ル
、
畑
五
十
ア
ー
ル
の
耕

作
で
、
稲
作
、
養
鶏
、
畜
蚕
と
云
う

生
産
部
門
で
あ
る
。

　
南
雲
さ
ん
は
養
鶏
経
験
が
な
が
く

当
初
、
成
鶏
三
百
羽
位
、
着
実
に
技
術

を
生
か
し
て
、
養
鶏
経
営
の
採
算
性

に
は
す
っ
か
り
自
信
を
持
ち
、
更
に

農
業
所
得
の
増
大
を
目
途
し
て
昭
和

三
十
六
年
、
農
業
近
代
化
資
金
に
よ

子どもを水から守りましょう

　
ミ
ミ
ミ

　
こ
ど
も
と
水
は
き
っ
て

も
き
り
は
な
せ
な
い
生
活

の
む
す
び
を
持
っ
。
て
い
ま

す
が
、
毎
年
子
ど
も
の
水

死
事
故
が
多
く
で
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
昭
和
三
十
…

八
年
か
ら
、
子
供
を
水
か

ら
守
る
県
民
運
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
の

水
死
原
因
を
み
ま
す
と
、

保
護
者
の
監
護
の
不
充
分
・

さ
が
大
半
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
＼
に
目
を
注

ぎ
、
水
を
恐
れ
な
い
、
軽

く
み
な
い
観
念
を
う
え
つ

南
雷
広
敬
一
さ
ん

り
、
養
鶏
規
模
の
拡
大
を
は
か
り
現

在
、
常
時
七
百
～
八
百
羽
の
飼
育
で

あ
る
が
、
千
羽
位
の
飼
育
規
模
に
し

た
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
品
種
は
、
現
在
全
国
的
に
ア
メ
リ

カ
雛
ブ
ー
ム
だ
が
、
南
雲
さ
ん
は
ヒ

一
ナ
価
格
の
高
い
ア
メ
リ
カ
雛
に
は
目

も
く
れ
す
、
ハ
ン
ブ
・
ホ
ー
ン
と
云

う
一
代
雑
種
を
昨
年
か
ら
取
り
入
れ

ま
す
ま
す
好
成
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
こ
の
品
種
は
強
健
で
、
し
か
も
産

一
　
　
　
、

ハ
　
　
も
　
く
　
　
　
さ
ん
は
　
め
て

藩
だ
．

　
鶏
糞
は
、
自
分
の
水
田
や
、
畑
に

・
こ
と
を
目
ざ
し
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

①
新
潟
県
で
は
、
こ
ど
も
を
水
か
ら

｝　
守
る
県
民
運
動
を
行
な
っ
て
お
り
・

㎝　
ま
す
。
し
か
し
農
繁
期
に
お
け
る

　
幼
児
の
水
死
事
故
は
減
少
し
て
お

　
り
ま
せ
ん
。

②
幼
児
の
生
活
は
遊
び
で
す
。
遊
び

　
つ
か
れ
る
程
、
こ
ど
も
は
よ
く
成

靭
長
し
ま
す
。
し
か
し
水
の
あ
る
所

け
、
水
を
正
し
く
理
解
し
て
親
し
み

水
に
よ
る
子
供
の
事
故
が
な
く
な
る
一

入
れ
、
従
っ
て
購
入
肥
料
の
施
肥
量

も
極
め
て
少
な
く
て
済
み
、
ま
た
鶏

の
食
ペ
コ
ボ
シ
の
エ
サ
と
、
カ
ン
シ

ョ
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

飼
料
で
、
肉
豚
、
年
間
五
、
六
頭
出

荷
し
て
お
り
、
農
業
経
営
全
体
が
極

め
て
合
理
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
の
養
鶏
所
得
の
概
算
は
、
年

間
約
二
＋
五
万
円
と
な
り
、
一
羽
当

り
年
三
百
六
十
円
と
な
る
。
一
日
当

り
労
働
報
酬
は
約
千
三
百
円
に
な
．

る
．

　
南
雲
さ
ん
の
農
業
経
営
全
体
の
所

得
は
、
養
鶏
、
稲
作
、
養
蚕
、
養
豚

な
ど
合
せ
て
、
年
間
農
業
所
得
五
十

五
万
～
六
十
万
円
の
概
算
と
な
る
。

養
鶏
だ
け
で
も
年
間
粗
収
入
は
百
四

十
万
円
位
と
な
る
か
ら
、
養
鶏
を
中

心
と
し
た
立
派
な
七
ケ
タ
農
業
で
あ

る
。
益
女
、
養
鶏
に
意
欲
を
燃
し
て

い
る
南
雲
さ
ん
で
あ
る
。
【
写
真
は

一
手
羽
養
鶏
場
を
訪
ね
て
】

国
体
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

臨
7
」
貼
ワ
～
～
血
鴨
7
～
鮎
鮎
ノ
キ
～
砺
無

　
で
一
人
遊
び
を
さ
せ
て
は
い
け
ま

　
せ
ん
。
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い

　
る
う
ち
に
転
げ
落
ち
て
死
ぬ
場
合

　
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

③
危
険
な
用
水
池
へ
も
平
気
で
近
よ

　
り
、
池
の
は
た
で
鬼
ご
っ
こ
な
ど

　
し
て
い
ま
す
が
、
間
違
っ
て
池
に

　
落
ち
た
場
合
の
こ
と
な
ど
は
、
少

　
し
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

④
メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
に
夢
中
に
な

　
っ
て
い
る
幼
児
も
い
ま
す
が
、
浅

　
い
川
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き

　
ま
せ
ん
。
足
を
と
ら
れ
て
バ
タ
バ

　
タ
す
れ
ぱ
、
ど
ん
な
浅
い
所
で
も

危
険
で
す
。

一⑤
農
繁
期
の
忙
し
い
時
で
も
、
子
守

一
　
り
を
し
な
が
ら
の
仕
事
は
淀
意
が

　
大
切
。
田
ん
ぽ
の
わ
き
を
流
れ
る

一
　
小
さ
な
流
れ
が
、
こ
ど
も
を
呑
も

｝
　
う
と
待
っ
て
い
ま
す
。

一一
⑥
難
欝
糞
雛

　
一
　
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
敏
速
に

幕
動
の
出
来
な
い
馨
り
と
、

　
ち
ょ
ろ
く
し
て
い
て
目
の
離
せ

　
五
月
二
十
日
に
は
大
会
期
リ
レ
ー

が
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
六
月
六
日
か
ら
、
い
よ
い

よ
新
潟
国
体
春
季
大
会
が
開
会
さ
れ

　
な
い
幼
児
と
で
は
、
余
り
に
か
け

　
は
な
れ
た
対
象
で
は
な
い
で
し
ょ

　
う
か
。

⑦
小
学
生
の
兄
や
姉
に
た
の
む
時
も

　
そ
う
で
す
。
兄
達
は
仲
間
と
遊
ぶ

　
の
に
　
　
に
な
り
ヤ
　
　
は
か
　

一
な
ど
の
鐘
所
へ
、
よ
ち
ー

　
歩
い
て
行
く
と
い
う
の
は
よ
く
あ

　
る
例
で
す
。

⑧
家
庭
内
に
お
い
て
も
、
幼
児
の
監

一
督
に
は
充
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
．

　
う
。
台
所
で
食
事
の
準
備
に
忙
し
．

　
い
時
な
ど
は
、
幼
児
と
し
て
も
解

　
放
さ
れ
た
時
で
す
。
自
然
外
へ
出

　
る
よ
う
に
な
り
、
水
溜
り
な
ど
に

　
　
　
ち
る
ぎ
　
が
お
　
し
ま
す
ロ

一
⑨
危
険
霧
所
は
ま
だ
あ
り
ま
す
・ キ 全

国
か
ら
数
万
の
人
た
ち
が
新
潟
県

に
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

わ
た
し
た
ち
の
住
む
町
や
村
か
ら
、

い
ま
わ
し
い
犯
罪
や
事
故
を
な
く
し

　
な
ロ
き
タ
も

　
一
寸
の
す
き
に
風
呂
の
中
へ
頭
を

　
突
込
ん
で
死
ん
だ
こ
ど
も
も
い
ま

　
す
。
電
気
洗
濯
機
や
水
が
め
に
突

　
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
ど
も

　
は
水
が
大
好
き
で
す
か
ら
、
水
の

　
あ
る
所
は
常
に
危
険
が
伴
な
っ
て

　
い
る
事
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

⑩
立
話
し
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と

　
そ
ぱ
の
よ
ち
く
歩
き
の
幼
児
が

　
道
ば
た
の
小
さ
な
流
れ
に
転
げ
落

　
ち
ま
す
。
こ
ど
も
は
頭
が
重
い
の

　
で
落
ち
れ
ぱ
突
込
ん
だ
ま
ま
死
ん

　
で
し
ま
い
ま
す
。

⑪
新
潟
県
に
お
け
る
昭
和
三
十
八
年

　
の
水
死
事
故
は
百
五
十
八
込
、
こ

　
の
う
ち
五
才
以
下
は
七
十
六
人
で

　
四
十
八
％
と
、
約
半
数
を
占
め
て

　
お
り
ま
す
σ

明
る
い
郷
土
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
家
で
は
田
植
え
な
ど
で
忙
し
い

季
節
で
す
。
農
繁
期
の
防
犯
も
あ
わ

せ
て
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
警
察
署
で
は
、
今
月
は
次

の
事
項
に
重
点
を
わ
い
て
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
犯
活
働
を
よ
び
か
け
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

①
風
俗
環
境
の
浄
化

　
風
俗
営
業
や
一
般
住
民
に
対
す
る

　
風
俗
の
健
全
化
を
は
か
る
。

⑨
銃
砲
刀
剣
類
に
よ
る
危
害
防
止

　
潜
在
銃
砲
刀
剣
類
の
届
出
及
び
適

　
正
な
保
管
管
理
の
励
行
。

③
国
体
時
に
お
け
る
各
種
犯
罪
の
防

　
止

④
列
車
妨
害
事
犯
の
防
止

⑤
暴
力
犯
罪
の
防
止

⑥
歓
送
迎
の
際
の
雑
踏
事
故
防
止

⑦
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

国
民
年
金
の
改
正

　
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
法
は
、
毎
年
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
福
祉
国
家
実
現
に
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
回

の
改
正
は
瞳
害
福
祉
、
障
害
年
金
の

支
給
範
囲
の
拡
大
で
す
。
い
ま
ま
で

は
、
傷
病
が
治
ゆ
し
て
症
状
が
固
定

し
た
と
い
う
も
と
に
障
害
年
金
を
支

給
し
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
精
神

病
、
結
核
に
よ
る
障
害
等
の
内
部
疾

患
は
瞳
害
の
固
定
時
期
の
認
定
が
困

難
で
あ
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
認
定

基
準
上
の
問
題
で
障
害
福
祉
、
障
害

一
年
金
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

嬢
す
が
今
回
の
改
正
に
よ
り
認
定

基
準
が
拡
大
さ
れ
内
部
障
害
の
結
核

に
よ
る
全
障
害
、
非
結
核
性
疾
患
に

よ
る
呼
吸
機
能
の
障
害
、
精
神
病
、

精
神
薄
弱
を
除
く
精
神
障
害
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
又
母
子
、
雌
母
チ
、
遺

児
の
各
年
金
は
い
ま
ま
で
廃
疾
の
子

に
限
り
二
〇
才
ま
で
支
給
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
廃
疾
の
基

準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の
で
新
た
に

子
の
認
定
に
入
る
人
も
あ
り
ま
す
。

◎
死
亡
一
時
金
は
今
年
か
ら

　
拠
出
年
金
は
す
で
に
三
年
経
過
し

ま
し
た
の
で
三
年
間
納
入
し
て
き
た

人
が
亡
く
な
っ
た
時
死
亡
一
時
金
が

麦
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
し
該
当
が

出
ま
し
た
ら
印
鑑
を
も
っ
て
役
場
係

ま
で
来
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
役
場
国
民
年
金
係
）

「
国
保
」
お
知
ら

せ
に
つ
い
て

　
国
保
で
は
、
三
十
九
年
度
よ
り
皆

さ
ん
が
医
者
に
か
か
ら
れ
た
医
療
費

の
全
額
と
、
そ
の
う
ち
の
世
帯
主
七

割
、
世
帯
員
六
劃
を
国
保
で
直
接
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
そ
の
額
を
確
認

す
る
上
か
ら
、
ま
た
こ
れ
が
村
民
税

の
控
除
証
明
に
も
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
毎
月
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
ご
不
審
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
直
接
係
の
方
へ
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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国
・
体
旗
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
5
月
2
0
日
中
里
村
通
過

　
第
十
九
回
国
民
体
育
大
会
（
春
季

大
会
）
は
来
る
六
月
六
日
～
十
一
日

ま
で
県
営
陸
上
競
技
場
な
ど
で
盛
大

に
開
か
れ
ま
す
。
国
体
は
、
日
本
国

民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
察
典
で
あ
る
と
同

時
に
国
民
の
間
に
広
く
ス
ポ
ー
ッ
を

普
及
奨
励
し
、
健
康
で
明
朗
な
文
化

生
活
を
築
き
社
会
的
共
同
精
神
を
つ

ち
か
う
う
え
に
大
き
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
。
新
潟
国
体
を
迎
え
て
県

　
　
　
・
9
屡
8
0
9
じ
o
O
9
＝
3
の
■
呂
●
－
己
‘
3
0

＜仲林さん＞

学校薬剤師手当を寄附

上
山
の
仲
林

薬
局
の
ご
主
人

仲
林
紫
司
さ
ん

は
、
村
内
小
中

学
校
薬
剤
師
と

し
て
児
童
、
生

徒
の
衛
生
、
急

救
薬
品
な
ど
の

面
に
親
切
な
指

導
を
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
が

さ
き
ご
ろ
三
十

八
年
度
の
学
校
薬
剤
師
手
当
九
千
円

を
そ
っ
く
り
村
の
教
育
委
員
会
に
寄

附
し
ま
し
た
。

　
仲
林
さ
ん
は
各
学
校
を
巡
回
し
て

み
て
衛
生
設
備
が
充
分
で
な
い
こ
と

を
痛
感
し
、
衛
生
器
具
な
ど
の
購
入

に
役
立
て
ほ
し
い
と
手
当
を
寄
附
し

た
も
の
で
、
村
教
育
委
員
会
で
は
仲

林
さ
ん
の
篤
志
に
感
謝
し
て
い
ま
す

民
一
人
女
女
が
健
や
か
な
心
身
を
も

ち
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る

た
め
に
国
体
の
意
義
を
日
常
生
活
の

中
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
潟
国
体
の
意
義
の
高
揚
を
は
か

る
た
め
、
前
大
会
開
催
地
山
口
県
か

ら
大
会
旗
を
リ
レ
ー
し
新
潟
県
で
は

五
月
十
五
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
県

下
全
市
町
村
を
巡
回
し
実
施
さ
れ
ま

す
．
中
里
村
区
問
大
会
旗
リ
レ
ー
は

　
」
・
』
・
O
●
．
0
0
0
6
0
0
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．
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修
学
旅
行
に
同
行
し
て

　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
長
石
沢
藤
栄

五
月
＋
日
、
新
緑
の
風
も
さ
鉾
面
へ
の
修
学
旅
行
に
で
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
清
水
ト
ン
ネ
ル
、
快
晴
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
三
山
、
高
崎
観
音
、
午
後
三
時
い

㎜
次
の
と
お
り
で
す
。
村
民
こ
ぞ
っ
て

｝一
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
▽
五
月
二
十
日
午
後
三
時
四
六

　
　
分
～
四
時
七
分
（
馬
場
小
学
校

　
　
　
ミ
　
　
　
　
あ
　

一
▽
午
韓
七
分
～
四
時
＋
六

ロ
　
か
　
　
　
　
　
あ
　
ぞ
だ
　
　

一
上
）

一◎
五
月
二
十
日
は
全
戸
国
旗
を
掲
げ

　
て
　
　
　
リ
レ
コ
を
　
　
し
ま
し

一
よ
う
・

じ

ハ
　
み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
　
　
　
リ
レ
コ

　一
を
拍
手
で
迎
え
ま
し
ょ
う
．

　
3
0
8
＝
●
＝
3
3
2
＝
』
●
唇
畳
薯
■
3
監
■
『

か
な
早
朝
、
父
兄
多
数
の
お
見
澄

を
う
け
て
中
学
生
活
に
と
っ
て
い
ち

ぱ
ん
た
の
し
い
行
事
で
あ
る
関
東
方

よ
い
よ
あ
こ
が
れ
の
都
、
そ
し
て
雑

踏
の
上
野
動
物
園
。
さ
ま
ざ
ま
な
動

物
の
生
態
、
ま
さ
に
百
聞
は
一
見
に

如
か
す
だ
。
面
会
、
見
学
も
一
時
間

と
は
ま
こ
と
に
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。
今
春
卒
業
し
て
ま
だ
二
ヵ
月
の

連
中
が
、
　
「
先
生
”
」
と
懐
か
し
さ

の
あ
ま
り
に
飛
び
つ
い
て
く
る
。
こ

の
姿
こ
そ
は
教
師
に
与
え
ら
れ
た
最

大
の
歓
び
で
あ
る
。
お
も
わ
す
目
頭

の
熱
く
な
る
の
を
禁
じ
得
な
か
っ
た

　
第
二
日
目
、
心
配
し
た
雨
が
つ
い

に
ポ
ッ
リ
ポ
ツ
リ
。
し
か
し
皇
居
の

た
た
す
ま
い
は
一
だ
ん
と
清
ら
か
で

あ
っ
た
。
パ
チ
リ
パ
チ
リ
と
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
i
音
が
一
し
き
り
続

く
。
時
間
的
な
余
ゆ
う
が
な
く
、
あ

っ
け
な
か
っ
た
国
会
議
事
堂
見
学
も

天
皇
陛
下
の
御
休
憩
所
の
荘
重
さ
と

華
麗
さ
に
は
一
驚
丁
る
。
N
H
K
の

ス
タ
ジ
オ
見
学
。
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ブ

ラ
ウ
ン
管
で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン
ト

を
直
接
み
る
の
も
た
の
し
い
思
い
出

の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
羽
田
国
際

空
港
で
は
、
滑
走
路
を
す
ざ
ま
じ
い

爆
音
で
離
着
陸
す
る
飛
行
機
が
珍
ら

し
く
旅
行
の
疲
れ
も
ど
こ
か
へ
ふ
っ

と
び
、
生
徒
な
ら
す
も
し
ぱ
ら
く
は

海
外
雄
飛
の
夢
を
描
い
て
み
る
。

　
鎌
倉
八
幡
宮
は
八
百
年
の
歴
史
を

語
り
、
美
男
に
お
わ
す
大
仏
様
に
往

昔
を
偲
ぶ
。
江
の
島
の
マ
リ
ン
ラ
ン

ド
の
滑
稽
な
イ
ル
カ
の
た
わ
む
れ
、

鯨
の
曲
芸
を
童
心
に
か
え
っ
て
生
徒

と
い
っ
し
ょ
に
喜
ぶ
。

　
第
三
日
目
、
近
代
産
業
の
花
形
の

一
つ
、
い
す
す
自
動
車
工
場
の
流
れ

作
業
を
見
学
。
次
は
東
芝
科
学
舘
で

は
最
新
の
電
気
科
学
の
粋
に
目
を
見

張
る
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
撮
し
て
も

ら
っ
て
つ
い
テ
レ
て
し
ま
う
。
時
間

の
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。
東
京
タ

ワ
ー
で
マ
ン
モ
ス
束
京
の
顔
を
眺
め

新
宿
御
苑
で
し
ば
し
都
題
を
避
け

る
。
最
終
コ
ー
ス
は
国
際
劇
場
見

学
。
松
竹
歌
劇
団
の
東
京
踊
り
の
一

幕
、
素
晴
し
い
舞
台
装
置
。
男
装
の

麗
人
た
ち
の
あ
で
や
か
さ
に
歓
声
が

あ
が
る
。
午
後
十
時
、
疲
れ
と
淡
い

郷
愁
に
似
た
気
持
ち
で
大
東
京
に
わ

か
れ
を
つ
げ
る
．
上
野
駅
発
特
別
仕

立
て
夜
行
列
車
の
人
と
な
り
全
員
無

事
十
三
日
の
早
期
帰
校
し
た
。

　
　
【
写
真
は
田
沢
駅
頭
に
て
】

母
の
日
作
文

　
　
「
お
か
あ
さ
ん
」

　
　
田
沢
小
三
年
山
本
信
子

　
わ
た
し
の
う
ち
は
の
う
か
で
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
か
い
し
や
で
は
た

ら
い
て
い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
は
田

ん
ぽ
へ
で
た
り
、
は
た
け
で
は
た
ら

い
た
り
し
て
と
て
も
い
そ
が
し
い
で

す
。
今
は
ま
い
日
、
と
う
ど
と
い
っ

し
ょ
に
す
ぎ
の
子
を
う
え
に
山
へ
い

き
ま
す
。
そ
の
山
は
た
ぞ
山
で
す
。

こ
う
う
ん
き
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
は

お
と
う
さ
ん
が
、
か
い
し
や
に
二
十

年
も
つ
と
め
た
と
い
う
の
で
、
な
ん

に
ち
か
翁
休
み
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
、
お
か
あ
さ
ん
を
こ
う
う
ん

き
に
の
せ
て
い
く
の
で
す
。

　
お
う
ち
に
の
こ
る
の
は
、
ぱ
あ
ち

ゃ
ん
と
お
と
う
と
の
ふ
み
お
だ
け
で

す
。
わ
た
し
は
学
校
へ
い
く
し
、
い
も

う
と
は
ほ
い
く
じ
ょ
へ
い
き
ま
す
。

　
お
か
あ
さ
ん
は
、
　
「
わ
す
れ
も
の

は
な
い
か
。
」
と
ま
い
日
き
き
ま

す
。
お
か
あ
さ
ん
の
す
き
な
テ
レ
ビ

は
あ
た
ら
し
く
は
じ
ま
っ
た
「
う
す

し
お
」
で
す
。
い
そ
が
し
く
て
も
見

ら
れ
る
と
き
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
に
見
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
み

ん
な
し
す
か
に
し
て
い
ま
す
。
■

　
お
か
あ
さ
ん
が
山
か
ら
か
え
っ
て

く
る
こ
ろ
い
も
う
と
と
む
か
え
に
い

き
ま
し
た
。
た
ぞ
か
ら
、
か
つ
ら
に

お
り
る
と
こ
ろ
ま
で
む
か
え
に
い
き

ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
わ
た
し
と

い
も
う
と
を
こ
う
う
ん
き
に
の
せ
て

「
の
ぶ
こ
、
お
ま
え
も
の
う
か
で

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
は
た
ら

く
べ
。
」
と
き
い
た
の
で
、
わ
た

し
は
「
う
ん
、
の
う
か
で
は
た
ら
く

よ
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ

ん
は
わ
ら
っ
て
“
ま
し
た
。

　
う
ち
に
つ
い
た
の
で
わ
た
し
は
、

「
き
よ
う
の
お
か
す
な
に
。
」
と
き

い
た
ら
、
「
の
ぶ
こ
や
、
よ
う
こ
の

す
き
な
も
の
だ
よ
。
」
と
い
い
ま
し

た
．
そ
う
っ
と
な
べ
の
ふ
た
を
と
っ

て
み
た
ら
ラ
ー
メ
ン
で
し
た
。
わ
た

し
は
ラ
ー
メ
ン
を
み
な
が
ら
り
よ
う

り
の
じ
よ
う
す
な
お
か
あ
さ
ん
が
い

て
う
れ
し
い
な
あ
と
お
も
い
ま
し

た
．
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
べ
ん

き
よ
う
し
て
お
か
あ
さ
ん
を
よ
ろ
こ

ば
せ
て
あ
げ
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。

い
も
う
と
や
お
と
う
と
の
こ
も
り
も

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
し
ま
す
。

み
む
さ
　
ヰ
み

　
　
野
球
大
会

　
去
る
五
月
三
日
午
前
九
時
よ
り
、

田
沢
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
村

内
野
球
愛
好
者
に
よ
る
春
季
中
里
村

教
育
委
員
長
杯
戦
が
、
参
加
五
チ
ー

ム
の
間
で
行
な
わ
れ
た
。

あ
い
に
く
の
朝
か
ら
の
雨
に
開
会
が

あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
試
合
開
始
と
共

に
雨
も
あ
が
り
、
今
年
最
初
の
野
球

と
各
チ
ー
ム
と
も
張
切
り
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
飛
も
び
出
し
、
和
気
鶴
汝
の
中

に
も
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
、
好
試

取
が
展
開
さ
れ
た
。
な
お
成
績
は
次

の
と
お
り
。

　
一
位
ヤ
ン
グ
中
里
チ
ー
ム

　
ニ
位
中
里
村
役
場
チ
ー
ム

　
　
【
写
真
は
熱
戦
の
一
コ
マ
】

各
地
区
婦
人
会
長
き
ま
る

　
村
内
各
地
区
婦
人
会
で
は
、
四
月
”

は
じ
め
か
ら
下
旬
に
か
け
て
定
期
総

会
を
開
き
、
今
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
な
ど
を
き
め
会
長
を
次
の
通

り
選
任
し
ま
し
た
。

田
沢
地
区
婦
人
会
長
　
保
坂
　
シ
ン

貝
野
地
区
婦
人
会
長
　
羽
鳥
タ
マ
ノ

倉
俣
地
区
婦
人
会
長
　
鈴
木
　
タ
キ

高
道
山
地
区
婦
人
会
長
樋
ロ
マ
サ
ノ

清
津
峡
地
区
婦
人
会
長
鈴
木
　
み
よ

中
里
村
連
合
膏
中
里
村
連
合
青

・
年
会
定
期
総
会
年
会
は
五
月
＋

日
定
期
総
会
を
開
き
三
十
九
年
度
事

，
業
計
画
及
び
予
算
を
審
議
し
、
新
役

員
を
次
の
と
お
り
選
任
し
た
。

会
長
　
根
津
正
平
（
芋
川
）

7
監
事
古
高
徳
一
郎
（
桔
梗
原
）

〃
　
　
岡
村
弘
志
（
倉
俣
）


